
1.  はじめに

1.1.  背景

2019 年 6 月に開催されたＧ 20 大阪サミットで，

プラスチックごみによる新たな海洋汚染を 2050 年

までにゼロにする「大阪ブルー ・ オーシャン ・ ビジョ

ン」 が打ち出されるなど， 急激に海洋プラスチック

問題について世界が動いている。

このような国際社会を巻き込んだ政府の動きの

背景には， 全国務大臣を構成員とする 「持続可

能な開発目標 （SDGs） 推進本部」 が 2016 年 5
月 20 日 閣議決定され， 政府によって設置され

たことが関係している。 また， 同年 12 月 22 日に

SDGs 推進本部が決定した 「持続可能な開発目

標 （SDGs） 実施指針」 の具体的施策には，「ESD
（持続可能な開発のための教育） ・ 環境教育の推

進」 が明記され， 「2020 年度から開始される新し

い学習指導要領に基づく教育課程の改善 ・ 充実

や， 学校現場で活用される教材の改善 ・ 充実を

推進する」 と記載された。

改訂学習指導要領の前文に 「これからの学校

には， こうした教育の目的及び目標の達成を目指

しつつ，一人一人の生徒が，自分のよさや可能性を

認識するとともに， あらゆる他者を価値のある存在

として尊重し， 多様な人 と々協働しながら様々な社
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会的変化を乗り越え， 豊かな人生を切り拓き， 持

続可能な社会の創り手となることができるようにす

ることが求められる。」 と明示された。 このことから，

今後の社会科教育には SDGs の視点を持ち， 地

球規模の諸課題や地域課題を解決しようとする態

度 （Think Globally, Act Locally） など，国家及び

社会の形成者として必要な資質・ 能力を育むこと

が求められているといえる。

1.2.  生徒の実態

事前アンケート （表1） によると， 第 2 学年の 9
割に及ぶ生徒が， 話し合い活動に対して肯定的

な意見を持っており， 活動の際に自分の意見を積

極的に相手に伝えることができる。 そこで， 平素

からペアやグループ学習を意図的に組み， 自他

の意見を伝え合い， 考えを深める学習を行なって

いる。 また， 世界の出来事に興味や関心を持つ

生徒も約 9 割いた。 SDGs の 17 の目標について

どの項目について関心が高いのか調査したところ，

世界的な視野で物事を捉える項目に関心が高い

ことからも , グローバルな視点で物事を見ようとする

生徒が多いことが分かる ｡

他にも， 環境問題に対する具体的な取り組み

について質問すると， 多くの生徒がエコバックで買

い物をしたり， ゴミの分別を行なったりしていた。 マ

イクロプラスチックについて知っている生徒も 3 割

おり， 中には砂丘での海岸清掃に参加したことが

ある生徒も数名いるなど， 環境問題に対する家庭

での意識の高さが伺える。

2.  研究の目的

SDGs の視点で世界や日本の諸問題について

具体的な行動を考えさせることで， 生徒の興味関

心を高めるとともに， 社会的事象を多面的 ・ 多角

的に考察し， 理由や根拠を示しながら課題解決し

ていく 「やりくり」 の力を育てることを目的とする。

3.  研究の方法

3.1.  SDGs の視点を取り入れた単元の構成

中学校学習指導要領 （平成 29 年告示） 解説

社会編の 「社会科の改訂の基本的な考え方」 に

は， 以下の通り持続可能な開発のための教育の

重要性が述べられている。

（ウ） 主権者として， 持続可能な社会づくりに向

かう社会参画意識の涵養やよりよい社会

の実現を視野に課題を主体的に解決しよ

うとする態度の育成

社会科においては， 従前の学習指導要領か

ら一貫して重視されてきた， 課題の発見， 解決

のための 「思考力， 判断力， 表現力等」 とも

相まって， 身近な地域社会から地球規模に至る

までの課題の解決の手掛かりを得ることが期待さ

れている。 そのような理念に立つ持続可能な開

発のための教育 （ESD） や主権者教育などに

ついては， 引き続き社会科の学習において重

要な位置を占めており， 現実の社会的事象を扱

うことのできる社会科ならではの 「主権者として，

持続可能な社会づくりに向かう社会参画意識の

涵養やよりよい社会の実現を視野に課題を主体

的に解決しようとする態度の育成」が必要であり，

子供たちに平和で民主的な国家及び社会の形

成者としての自覚を涵養することが求められる。

そこで， 「Think Globally, Act Locally」 の考え

方をもとに， SDGs の 17 の目標を意識した， 主体

的に課題を解決しようとする態度の育成を図るた

表 1 事前アンケート
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めに， 一単元を丸ごとこと SDGs の視点を取り入

れた授業の構成を考えた。

3.2.  時間 ・ 空間認識を育てる探究的な学習の展開

中央教育審議会の 「幼稚園，小学校，中学校，

高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等

の改善及び必要な方策等について （答申）」（平成

28 年 12 月 21日） には， 指導内容の示し方の改

善として， 時間， 空間， 相互関係などの視点に着

目して考察 ・ 構想していく必要性が述べられた。

「社会的な見方 ・ 考え方」 は社会的事象等

を見たり考えたりする際の視点や方法であり， 時

間， 空間， 相互関係などの視点に着目して事

実等に関する知識を習得し， それらを比較， 関

連付けなどして 考察 ・ 構想 し， 特色や意味，

理論などの概念等に関する知識を身に付けるた

めに必要となるものである。

また， 同別添資料において， 社会科， 地理歴

史科， 公民科における 「社会的な見方 ・ 考え方」

のイメージ （図 1） が明示された。 そこで， 社会的

な見方 ・ 考え方を働かせた例 （図 2） として提示さ

れた 考察 ・ 構想 をもとに， 授業を組み立てるこ

とにした。

3.3.  協力団体とコラボした授業づくり

指導にあたり， 一般社団法人 Think the Earth
が主催している SDGs for School の協力をいただ

き， 『未来を変える目標　SDGs アイディアブック』

を 40 冊提供していただいた。この単元ではアイディ

アブックを毎時間生徒に配布して， 「今日の学習は

SDGs の 17 のどのゴールに関係していたのだろう」

と問い， それぞれの目標に対するさまざまな取り組

みを紹介した。

また， 鳥取砂丘ビジターセンターの協力をいた

だき， 平成 31 年 3 月 25 日～ 4 月 21 日に開催さ

れた 「山陰海岸　海ごみを知ろう　～山陰海岸に

はどんなものが流れ着くのかな～」 で使用された

パネルを借りて本時に使用した。

最後に， 学習のまとめとして， 落語家による 「海

の温暖化とマイクロプラスチックごみ問題」 の出前

授業を開催した。 これは，日本財団が推進する「海

と日本プロジェクト」 の取り組みとして， 日本の伝統

芸能である落語を通じて海洋問題について考え

る 「海の親子寄席プロジェクト」 を活用したもので

ある。 本学年の保護者と生徒がともに環境問題に

ついて学ぶ機会をつくり， SDGs の取り組みつい

て関心を高める機会と考えた。

図 1 社会科 , 地理歴史科 , 公民科における 「社会的な見方 ・ 考え方」 のイメージ
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4.  授業実践

4.1.  単元の構成

単元を貫く目標

地球市民として世界や日本の諸問題に関心をも

ち， SDGs の視点で課題解決に向けて主体的

に考える。

第 1 時 持続可能な社会を考える

目標 SDGs について関心を持ち， 活動の意

味や， 取り組みの内容を理解する。

関連

SDGs

第 2 時 世界の資源 ・ エネルギー

目標 世界の資源 ・ エネルギーの生産や消

費の現状や課題を理解するとともに，

再生可能エネルギーの活用について考

える。

関連

SDGs

第 3 時 日本の資源 ・ エネルギーと電力

目標 日本における資源の有効活用や持続可

能な社会の実現に向けてのエネルギー

活用について考える。

関連

SDGs

第 4 時 日本の農業 ・ 林業 ・ 漁業とその変化

目標 日本の農業 ・ 林業 ・ 漁業の特色に関

心をもち， 持続可能な第 1 次産業にす

るための課題解決を多面的 ・ 多角的に

考察する。

関連

SDGs

第 5 時 日本の工業とその変化

目標 日本の工場の立地が変化する理由や企

業が海外に進出する理由を多面的 ・ 多

角的に考察し， 持続可能な第 2 次産

業について考察する。

関連

SDGs

第 6 時 日本の商業 ・ サービス業

目標 さまざまな資料から， 商業やサービス業

での成長分野を読み取り， 持続可能な

第 3 次産業についての取り組みを理解

する。

関連

SDGs

図 2 社会的な見方 ・ 考え方を働かせた例
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第 7 時 世界と日本の交通 ・ 通信網

目標

交通網や通信網の発達により起きた結

びつきの変化を理解し， 日本と世界と

の持続可能な結びつきについて適切に

表現する。

関連

SDGs

第 8 時

本時

SDGs の視点でマイクロプラスチック問

題を考える

目標

山陰海岸で見つけた漂流物から， 持続

可能な社会にするための課題解決を多

面的 ・ 多角的に考察する。

関連

SDGs

第 9 時
海の温暖化とマイクロプラスチックごみ

問題 （海の親子寄席プロジェクト）

目標

日本の伝統芸能である落語を通じて，

海の温暖化とマイクロプラスチック問題

に関心を持ち， 家庭でできる取り組み

を考える。

関連

SDGs

なお， 「主体的 ・ 対話的で深い学び」 を意識し

た授業の組み立てを行うために， 独立行政法人

教職員支援機構による 「主体的 ・ 対話的で深い

学びのための手立て」 分類表 （図 3） を指導案に

明記した。

また， 指導にあたり持続可能な開発目標のロゴ

（図 4） を毎時間活用し， 生徒へ提示した。

図 3 独立行政法人教職員支援機構による 「主体的 ・ 対話的で深い学びのための手立て」 分類表

図 4 国際連合広報センターによる持続可能な開発目標のロゴ
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4.2.  本時の目標

山陰海岸で見つけた漂流物から， 持続可能な社会にするための課題解決を多面的 ・ 多角的に考察

する。  【思考 ・ 判断 ・ 表現】

4.3.  学習の展開

 
SDGsの視点で世界や日本の諸問題について考える 
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4.2.本時の目標 

 山陰海岸で見つけた漂流物から，持続可能な社会にするための課題解決を多面的・多角的に考

察する。                                 【思考・判断・表現】 

4.3.学習の展開 

 学習活動 ○主な発問 ・予想される生徒の反応 ・留意点 ◎評価【観点】  手立て 

導
入 

1.山陰海岸で見つけ
た漂流物の内訳を知

る。 
 

○山陰海岸にはどんな物が流れ着くの

だろう。 
・外国から来たゴミ，漁具，プラスチッ

ク，ビン，木材 

主  身近な海岸に流れ着く漂流物を知
ることで，興味や関心を高める。 

考
察 

2.プラスチックごみ
がもたらす海洋汚染

の現状を知り，問題

点を考える。 
 
 
 
 

○問題点は何か考えよう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・個人での思考後，ペアで意見交換する。 
・プラスチックが海を漂う現状を地図で

確認し，空間的な広がりを認識する。 
・ペットボトルが自然界で分解される年

月を予想させ，時間的な経過を認識す

る。 
深 海洋汚染の資料をもとに， 
解決策を考える。 
 
◎問題点を多角的に考えることができ

る。【思考・判断・表現】 

構
想 

3.プラスチックと賢
く付き合う人間活動

の持続的発展につい

て多面的・多角的に

考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
・思考したことをもとに，グループでと

もに考えを創り上げる。 
 
対 互いの考えを比較しながら， 
ともに考えを創り上げるよう， 
ホワイトボードで共有を図る。 
 
深  思考を可視化しながら自分の考え
を形成しやすくするために， 
逆 Yチャートを用いる。 
・再資源化のために輸出されたプラスチ

ックの現状（マレーシアで野積みされた

プラスチックごみ）にもふれる。 
◎海の豊かさへの当事者的課題意識や

プラスチックがもたらす恩恵をもとに，

持続可能なプラスチック利用を多面

的・多角的に考え，選択・判断すること

ができる。【思考・判断・表現】 

ま
と
め 

4.単元のまとめをす
る。 

○SDGsを学んで，今後あなたは世界や
日本の諸問題についてどのように関わ

っていきたいですか。 
・世界の環境問題について調べて，身近

なことから取り組んでいきたい。 

・「Think Globally, Act Locally」の考
え方について伝える。 

 

主 SDGsアイディアブック活用し，今
後も世界や日本の諸問題につい 
て問い続けていくきっかけと 
する。 

自然や人体への

悪影響 

 
 
 持続可能なプラスチック利用を考えよう 

持続可能なプラスチック利用 

・日本を含め，世界各国がごみを

出して（捨てて）いる。 
・プラスチック製品を再利用して

いない。 
・買い物袋を有料にしていない。 

2050，海のプラ
スチックごみ

が，魚の量を上

回る 

マイクロプラ

スチックがも

たらす人体へ

の影響 

プラスチックが

もたらす恩恵 
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5.  本研究の結論

5.1.  生徒の変容

授業の 3 カ月後に， 事後アンケート （表 2） を実

施した。 この間， 積極的に話し合い活動を行って

きた結果， 「話し合い活動は好きだ」 の項目で肯

定的な意見が少し増えた。 また， 「世界の出来事

に興味や関心がある」 「環境問題に関心がある」

の項目では， 肯定的な意見を持つ生徒が多くなっ

た。

・ 以前は， 割り箸を使っていたが， いまは何回

でも使える箸を使っている。

・ 紙コップなどを使わないようにしている。

・ 砂丘のボランティア活動に積極的に参加して

いる。

・ 買い物にエコバッグを使用している。

・ レジでビニール袋をもらわないようにしている。

・ 空き箱や空き缶など， 捨てずに物入れとして

使った。

・ ジュースやお茶を飲むときにストローの使用を

やめた。

・ ペットボトルをすぐに捨てずに， お茶を入れて

保管した。

・ 小さくなった服をリサイクルに出した。

・ 親と環境問題について話し合った。

・ 無駄な物をなるべく買わないようにした。

・ 家族の団らんのときに SDGs の話題が多くなっ

てきた。

・ オーガニックの服や食材にしてみた。 また，

油を多く使わないようにした。

5.2.  成果

日本財団の 「海の親子寄席プロジェクト」 との

コラボ授業の際に書いた振り返り （図 5） によると，

多くの生徒が学んだことを生かして今後の生活に

環境の視点を取り入れて生活していきたいと書い

ていた。

さらに事後アンケート （表 2） によると， 授業後

に家庭で多くの環境対策に取り組んだことがわか

り， 親子で学ぶ機会がきっかけとなり行動化につ

ながった生徒も見られた。 このように， SDGs の視

点を取り入れた単元の構成を図ることで生徒の興

味関心を高め， 自分にできることを考え実践する

態度が現れた。
表 2　事後アンケート

図 5 「海の親子寄席プロジェクト」 振り返り
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また， 「社会的な見方 ・ 考え方」 をはたらかせ

るために， 時間 ・ 空間認識を育てる探究的な学

習の展開を行った。「主体的 ・ 対話的で深い学び」

になるように， 逆 Y チャートを用いた思考ツール

の活用を試みた結果， 自分の考えを整理して意

見を述べることができた。

5.3.  課題

時間 ・ 空間認識などの視点に着目し， それらを

比較， 関連付けなどして考察 ・ 構想したり， 特色

や意味， 理論などの概念等に関する知識を身に

付けたりするには時間がかかる。 時間 ・ 空間認識

を育成するためには， 継続した取り組みが必要で

ある。

また， 社会的事象を多面的 ・ 多角的に考察す

る方法として今回は Y チャートを用いたが， 今後も

さまざまな思考ツールを活用し， 理由や根拠を述

べる 「やりくり」 の力を育てていきたい。
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